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研究背景と目的

まとめ

透過スペクトル分布の測定結果

太陽電池セルに到達する
太陽光スペクトル分布に火山灰が及ぼす影響

【研究背景】鹿児島地域は日照量が豊富であるが、桜島火山降灰による太陽
電池(PV)モジュールの直接的な発電量低下が懸念されており、降灰環境下に
おける発電量の定量的評価や降灰対策技術の開発が必要である。

【研究目的】PVモジュール上への積灰を抑制し発電量最大化を実現するために、

降灰環境下に適したモジュールの表面加工条件や設置条件を明らかにするこ
と並びに降灰環境下に適したPVセルに関する知見を得ることである。

モジュール用ガラス
（白板強化ガラス）

面積； 60 mm×60 mm

厚さ ； 3.2 mm

【桜島火山灰採取場所】

【使用した火山灰の粒度分布】

降灰観測点（鹿児島地方気象台）

実施内容

これまで、PVモジュールの設置条件と火山灰付着量の関係や降灰による
PVモジュールの出力低下特性などを測定してきた [1]-[3]。

今回は、桜島火山灰を用いた降灰模擬実験により、火山灰がPVセルに到

達する太陽光スペクトル分布に及ぼす影響について詳細に調べたので、
その結果について報告する。

積灰によるスペクトル強度の変化

• PVモジュール上への積灰により透過スペクトル強度が低下する。
• 積灰量が増加するほど、粒径が細かいほど可視光領域のスペクトル強度の低下率がそれ以外の

波長領域の値に比べ大きくなった。

• 積分球での測定でも、積灰により透過スペクトル分布が同様に変化する結果が得られた。

• このスペクトル分布の変化は、火山灰によるその波長領域の光の吸収と関連があることが考えられる。
→ 今後、積灰時の透過、反射、吸収スペクトルの関係を詳細に調べていく。

サンプルガラス

【サンプルガラス】

降灰模擬実験と透過スペクトル分布の測定方法

サンプルガラス 火山灰

積灰量とサンプルガラス上の積灰状況（180 µm篩下 火山灰D）

積灰させた
サンプルガラス

1. サンプルガラスを水平に設置し、 一様に降灰
2. 積灰量を0.10 g刻みで0.10～0.50 gまで増やし、その都度スペクトル分布を測定

【測定手順】

鹿児島市内の月間降灰量
約10 ～約300 g/m2

透過及び反射スペクトル分布の簡易測定

積灰による透過スペクトル分布の変化 積灰による反射スペクトル分布の変化

【透過及び反射スペクトル分布の測定方法】

桜島火口
火山灰採取場所

サンプルガラスと使用した火山灰

【透過スペクトル分布の測定方法】

【透過及び反射スペクトル分布の測定結果】

積灰による規格化スペクトル強度
※

の変化

紫外可視分光光度計
（島津製作所 UV-2450）

積灰量とサンプル上の積灰状況（45µm篩下 火山灰D）

【反射スペクトル分布の測定方法】

上図のようにサンプルガラスをセットする必要がある。
→ 積分球の内部に火山灰が落ちる可能性があるため、この測定は困難
→ 別の簡易的な方法での測定を実施

180 µm篩下火山灰Ｄの粒度分布の測定結果
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積分球での測定でも、
積灰により透過スペクトル分布が同様に変化する結果が得られた。

積分球を用いた透過及び反射スペクトル分布の測定

【プローブの角度を変えたときの反射スペクトル分布の測定】

篩

可視光領域では、積灰量が増加するほど、粒径が小さくなるほど
スペクトル強度の低下率がそれ以外の波長領域の値に比べ大きくなった。

ベースライン補正時 試料測定時

【降灰方法】

※ 降灰無し時のデータで積灰時のデータを規格化

サンプルガラスは測定上、垂直に設置する必要あり
1. スプレーのりをガラスに塗布

＊
（図中の10 mm×60 mmのエリア）

2. 積灰量を0.02～0.05 gまで増やし、
その都度スペクトル分布を測定

＊スプレーのり塗布の有無でスペクトル分布に変化がないことを
事前に確認済

【測定手順】

【測定結果】

プローブの角度を変えたときの
反射スペクトル分布の測定結果

透過及び反射スペクトル共に可視光領域のスペクトル強度の低下率が大きい。

→積灰による透過スペクトルの変化は、火山灰によるこの波長領域の光の
吸収と関連があることが考えられる。

鹿児島市内の月間降灰量
約10 ～約300 g/m2
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